近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
６クール日報（２月１４日～２月１８日）
	報告日
天気
	２月15日（木）
曇り
気温　最高19度（最低７度）
	報告者
	山形県＠山口，武田
福島県＠齋藤，青山
高知県＠鳴川，愛媛県＠近藤
香川県＠矢野，徳島県＠木村
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	志賀町文化ホール

	（主な日程）
	6:30　　宿舎出発
8:15　　志賀町VC到着
8:30　　朝礼
9:00　　ミーティング
10:00　　現地調査班（現地調査票整理）
マッチング班（VC内レイアウト変更・ニーズ表整理）
12:00　　現地調査班（現地調査）、マッチング班（2/16対応ニーズ事前マッチング）
15:00　　現地調査班（現地調査情報入力）、マッチング班（2/15対応ニーズアポ取り）
16:30　　ミーティング 
18:00　　業務終了　移動（宿舎まで）
19:30　　宿泊地に到着

	報告事項

	・現地調査：６件/累計１７３件　＊VC休止のため、応援職員のみで実施
・午前中のミーティングでブロック派遣メンバーが従事する現地調査及びマッチングの業務について再整理を行った。
地元社協職員が休める体制づくり及び業務の標準化のための手順書づくり、VC内の導線の整理を行うことを合意。
・ボランティアが活動したお宅に個人男性から水が2箱届いた、本当にVC派遣の方なのか確
認してほしいとの問い合わせあり。活動者の個人情報保護を徹底するように終礼で確認。
・団体ボランティアが個別に営業行為を行っている情報があるため要注意。
・ボランティアに来たと言い屋根のブルーシート張りを行った後高額な請求をする詐欺案件が発生している。志賀町では、町内の瓦屋が住民の持ち出しがない形で施工をしてくれるため、ブルーシートに関するニーズや問い合わせがあった場合は注意すること。

	今後の主な予定
	・町北部の地区にニーズが集中していることから、区長の協力が得られている地区を中心にエリアマッチングを実施予定。
・2/16（金）に支援Ｐの李氏がセンターを訪問予定

	調整課題・所感等
	・第６クールは、リーダー的職員が抱えている業務の切り出し及び担当業務の手順書の作成、標準化を徹底する。
・現地調査の効率を上げ，マッチングのスムーズ化を目指す
・上記により、VC運営がより効果的になった際に、その他の仕組み（完了ニーズの再調査、
個人情報保護、全体的な効率化等）を図ることになる印象。

	その他
	・個別に問い合わせがあった個人ボランティア（軽トラ持込みのみ）、団体ボランティアは受け入れを行っている。（大々的な広報はなし）
　→原則、ボランティアは県Vへの事前登録。
　　地元社協の好意で受け入れを行っているもの。



